
Title Slide

架装関連説明会

2024-02-17-18

SCANIA JAPAN



Title Slide - Grey

架装要領
https://truckbodybuilder.Scania.com

https://truckbodybuilder.scania.com/
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スカニアボディビルダーポータルサイトアクセスするには申請が必要

https://bodybuilder.scania.com/bodybuilder/en/home.html/
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調査項目は左上メニューより検索日本特有サイト開設 (4月より)

JAPAN ボディビルダーニュース

クイックリファーレンスガイド

ローカルインストラクション

2025年3月に開設予定
ボディビルダーニュース : イベントニュース、資料
クイックリファーレンスガイド: 一般車両 ICD, ICS,   架装事前作業内容※1

ローカルインストラクション : 各アプリケーション毎の電気回路図、BICTプログラム

※1: 対象架装 (ウィング架装、冷凍ウィング架装、冷凍バン架装、キャブバッククレーン、ダンプトレーラー用トラクタ）
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日本の車両メーカの袈装要領書に対するSCANIAの資料場所

1. 概要 2. 出荷車型一覧 3. 主要諸元表 4. 外観四面図 5. 性能線図
6. 袈装上の注意事

項
7. 重量・フレーム強度

計算資料

8. ばね特性
9. PTO及びエンジン

コントロール
10. 電気関係 11. 塗装関係

12. キャブ付きシャシ
図

13. シャシフレーム図
14. 補器類形状及び

取付位置図

要件
└ 使用および責任、法的要件

└ 使用と責任

図面および3D
└ 製品データ

└ シャシ情報及びモデル名称
└ シャシ番号

説明書
└ LPGRSシリーズ

└ 一般情報
└ シャシの作業
└ 架装アタッチメント

およびサブフレーム
図面および3D
└ 製品データ

└ 車両寸法
└ 袈装
└ キャブチルト曲線

該当無し
ICD (Individual Chassis Drawing), ICS (Individual Chassis 

Specification) で確認

該当無し
└ 今後ボディビルダーサ

イトに入れるかを検討

該当なし
ICD内に重量情報記載

図面および3D
└ 製品データ

└ シャシ情報シャシ
フレーム

ICD, ICS

図面および3D
└ 製品データ

└ 車両寸法
└シャシ

シャシ寸法
(Chassis Dimension)
ICD/ICS

図面および3D
└ シャシと袈装の寸法

説明書
└ LPGRSシリーズ

└ パワーテイクオフおよび
└ パワーテイクオフ
└ データシート
└ 油圧設備

説明書
└ LPGRSシリーズ

└ 電装システム
└ 機能説明及び

接続説明書
└ カメラ

説明書
└ LPGRSシリーズ

└ 一般情報
└ 塗装

ICD 該当なし 説明書
└ LPGRSシリーズ

└ 車両のコンポーネントお
よびシステム

その他資料/BB_Portal.05(搭載).pdf
その他資料/BB_Portal.06(シャシ寸法).pdf
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電気配線について
シャシアース位置 (左フレーム内側2か所) キャブ内アース位置 (ルーフシェルフ2か所、運転席インスツルメントパネル後方2か所、セントラルユニット後方1か所、P9)
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電気配線について
シャシ電源供給 (P11) キャブ内電源供給位置 (P9)
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信号線について (C489)
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信号線について (C259)
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信号線について (参考例: ウィング架装)

BICTアプリのダウンロード

BICT新規作成時下記を選択し作成
車両タイプ: Smart Dash)
生産時期: 2312 -
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SWSを使用 トラブルシューティング 製品の適応 (変換) 製品の適応 (調整)BICT アプリを使用SOPSアップデート

BICTインストールは現在SWSから直接編集したりインストールは不可
→ 暫定としてBICTアプリを使用しインストールを行う

SOPS アップデート (BICT Customer logic)

トラブルシューティングでデフォルトのBICTを確認しダウンロードする（バックアップのため）

BICT アプリを使用

Tool / Export as BICT file for SWS
編集したファイルをbswsファイルへ変換

BICT新規作成時下記を選択し作成
車両タイプ: Smart Dash)
生産時期: 2312 -

製品の適応 (変換): SOPSの変換が必要となる。
製品の適応 (調整): BICT (bsws)ファイルのインストール及びパラメーター変更

(変換)

(調整)
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C259
C489

C494
C493

キャブシャシ配線について (C494)
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電気配線について
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エンジン回転アナログ制御方法

C259
C489

C494
C493
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PTOスイッチについて

現在画面内にスイッチ機能

4月生産よりフィジカルスイッチ搭載可能

PTOフィジカルスイッチ後付けできるように検討開始



Title and Content

PTOについて

回転方向: 後方から見て時計回り

EG25R （360hpエンジンも4月生産よりEG25Rとなる）

性能:

搭載位置:

フランジなし フランジ付き
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PTOについて

以下の内容より7度以内の角度で 次の範囲内としてください。 25 ≧ α1
2 – α2

2 ≧ -25 

フランジの異相を合わせる
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PTOについて

PTOに直接ポンプ接続する時は最大許容曲げトルクを確認のこと
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事前に車両番号が分かれば架装ポータルより図面を依頼できる

車両番号を入力

図に✓を入れオーダーする
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一般車両は今後日本特有サイトに載せる (4月より)

ICD (DXF)
ICS (PDF)
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以下の通り架装事前作業マニュアルを作成

マニュアル番号 項目

PSSS24001 袈装事前作業マニュアル (ウィング袈装)

PSSS24002 袈装事前作業マニュアル (冷凍袈装)

PSSS24003 袈装事前作業マニュアル (キャブバッククレーン袈装)

PSSS24004 袈装事前作業マニュアル (ダンプトレーラー用トラクタ袈装)
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< 提案 >
作業時間短縮やコスト削減のため、袈装準備作業をトノックスまたは

袈装メーカーで対応できるよう検討

但し、費用は依頼したディーラーより支払い

架装搭載事前準備作業を準備

VPC ディーラー 袈装メーカー ディーラー

袈装準備工場またはディーラー

袈装準備作業
例） ハーネスや Bict のインストール、リアアンダーランプロテクター調整など

仕様確認
品質確認

袈装搭載作業

納車

仕様確認
品質確認 袈装準備作業

VPC (トノックス) 袈装メーカートノックス

又は
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Backup
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➢ICD/ICS (Individual Chassis Drawing / Individual Chassis Specification)

シャシ2面図／シャシ仕様書

架装検討に必要な資料

< ICS >< ICD >
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➢ICS (Individual Chassis Specification)

シャシ仕様書

架装検討に必要な資料
FPC：仕様や装置のコード

数字：仕様や装置のグループコード

アルファベット：類別コード

各コンポーネント型式または仕様

https://scaniaazureservices-my.sharepoint.com/personal/hiroyuki_kiuchi_scania_com/Documents/その他の仕事/NTG%20Bodybuilding/Bodybuilder%20conference/002_ICS_1374850-1.pdf
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➢ICD の注意点

➢ 地上高の値

全高などの地上高は、図面値ではなく

Chassis Dimensions （シャシ寸法計算書）に

基づいて算出してください

➢ フロントオーバーハングの値

1410mm → 1450mm

車両最前端はフロントリッドのグリップになります

架装検討に必要な資料
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➢ICD の注意点

➢ タイヤ外側幅、トレッド

アルミホイール・リムを装着した車両は

図面値に +20mm してください

➢ ICDは、あくまでも工場出荷時の仕様です

架装検討に必要な資料
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エンジン性能線図
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➢車両情報
• シャシフレーム サイドレールの断面形状、キックポイント

• シャシ情報およびモデル名称 SCANIAのモデルの読み方、キャブ仕様の名称

シャシ番号

＜参考＞

車台番号(VIN)とシャシ番号

例：YS2R6X40005563087
YS2 製造メーカ記号（YS2 : スカニア）

R キャブタイプ

6X4 軸構成

00 検査数字（日本は未使用の為 “00”）

0 製造年コード（日本は未使用の為 ”0”）

5 製造工場番号（2: スウェーデン、5: オランダ、9: フランス）

563087 各工場における製造連番号
シャシ番号（7桁）

（17桁）
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➢シャシの作業

• シャシフレームでのホールの切削

フレーム穴あけ

✓ 以下の基準に従ってください

◆ フランジ面：

後端から100mm以上は、穴あけ禁止

ホイールベース間は Φ < 30mm

B > Φ x 3 （最小50mm）

A > Φ x 3 （最小60mm）

但し、シングルフレームのトラクタは最小80mm

◆ ウェブ（側）面：
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➢シャシの作業

• シャシフレームの溶接

溶接

✓ 要領書には以下の記載がありますが、基本的に溶接しないでください

◆ 以下の条件で使用される車両は、右図オレンジ色の領域（前軸から最後軸の後350mmまで）の溶接可

例えば箱型ボディで、トラックへの荷重が均等になっている場合。

◆ 以下の使用条件でない場合は、右図赤色の領域（最後軸の後350mmから後端）の溶接可

• リヤマウントクレーン

• テールリフト

• フルトレーラ
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➢シャシの作業

• ニューマチックシステムに関する一般情報（エア系）

エアの取出し

架装用のエアは、右図の２ヵ所から取り出せます

a. インサートユニオン

b. ジョイントユニオン

c. プラグ

d. チューブ

a

a

b

c

d

d

✓ ギヤボックス後クロス・・・右図①

✓ フレーム左後軸付近（デフロック用電磁弁系）・・・右図②

インサートユニオンの部品番号

Φ6mmチューブ用： 2058381

Φ8mm チューブ用： 2058382

Φ12mm チューブ用：2058383

詳細は、シャシ改造＿エア系＿「ニューマチックシステムの改変」を参照してください
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• サブフレームの仕様

サブフレームと取付具

サブフレームの先端は、前軸中心から600mm以内
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サブフレームと取付具
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RUP
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R158対応カメラの寸法関係は以下の通り

カメラ: ラベル側が上面となる (赤部)
カバー: 位置決め爪部が上面となる (白部)

ハーネスを通すため後方に
約40mmのスペース要

強度区分8.8以上のM6使用のこと

カメラ及びカバー取付用としてブラケット作成時は
少なくとも上記の座面は必要 (黒寸法: 図面値、赤寸法: 実測値)
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サイドガード

緑、青部は袈装禁止エリア
BSIS レーダー

ミラー最外側線
178° レーダーと干渉しても

反応しないエリア

650

1
2
9
0
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